
今号よりリニューアルしました

第128号

　７月21日に谷地八幡宮で行われるきゅうり天王祭
にて披露する、豆奴の練習に奴長として仲間をまとめ
取り組む庄司璃空くん。（谷地中部小６年）
　将来は、「ステーキ屋になって、高級レストランを開
くこと」が夢とのこと。未来に向かって頑張れ。

2025年７月15日
発　行

２P
４P
６P
12P
14P
15P
16P

議会ダイジェスト
質疑の時間
一般質問
委員会レポート
議案の賛否一覧
町民インタビュー
シリーズ　みんなの声

キラリかがやく人

り　く

かほく ぎかい だより

ギカイのトリセツ

https://www.town.kahoku.yamagata.jp
山形県河北町議会　山形県西村山郡河北町谷地戊81　〒999̶3511　☎0237̶73̶2119　　編集／広報広聴常任委員会

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
委

員
が
入
れ
替
わ
り
、
新
た

な
メ
ン
バ
ー
で
今
号
よ
り

大
幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

無
事
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
多
く
の
町
民
の
方
を
誌

面
へ
掲
載
、
思
い
や
考
え

を
お
聞
き
し
て
い
る
こ
と

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
大
き

な
特
徴
で
、
同
時
に
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

　
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
協

力
を
い
た
だ
き
た
い
こ
と

か
ら
、
掲
載
の
ご
理
解
を

賜
り
た
く
、
議
会
が
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
る
広
報

誌
を
目
指
し
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

た
し
ま
す
。
　（
お
く
や
ま
）

広
報
広
聴
常
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委
員
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　移転は残念だけど、今の西村
山郡にとっての最善なら仕方が
ないと思う。移転したとしても、
これまでに近いか、それ以上の
医療サービスを河北町民が受け
られるようにしていただきた
い。

　眺葉園へのサポートには大変
感謝しております。が、受診した
い科目が無い、当直医師が科目
外の為に遠方の病院まで行かな
ければならない事もありまし
た。新病院には更に充実した医
療を期待します。

　病院の統合は仕方がないこと
かもしれないが、何よりも町内
の開業医を支援していくべきで
はないか。
　どの分野に強い医師なのかを
一覧マップなどにして町民に知
らせてみてはどうか。

　帰省していた叔父さんが、処
置できないケガをした。夜なの
で、叔父さんは青くなった。すぐ
河北病院へ連れていき、手当て
をうける。救急車を呼ばなくて
もすむ夜間外来は命綱だ。

　今まで地元にあった病院が無
くなるのは非常に残念だし、不
便になると思います。
　新たに、かかりつけの医療機
関を探さなければいけないと考
えてます。

　今の河北病院は患者も少なく
心配だ。少し遠くなるが、寒河江
市内でも河北町に近いところに
新しい病院ができれば、患者も
増えると思うし、安心できてと
てもありがたい。

皆さんからお聴きした声、町政に活かします。

あ
と
が
き

河北病院統合どう思いますか？

シリーズ　みんなの声

槙　粋聖 さん
（袖屋敷）

管　泰則 さん
（要害）

庄司俊也 さん
（白山堂）

鈴木富太郎 さん
（荒小屋）

渡辺ミヤ子 さん
（若葉町）

矢口美恵 さん
（北口南）

令和7年7月　かほく議会だより　第128号（16）
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／
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11,320,000円11,320,000円 259,600,000円259,600,000円

1,419,000円1,419,000円 337,370,000円337,370,000円

西村山広域行政事務組合
河北町の分担金

防災行政無線の契約
機能性能の向上が期待される更新工事

下水道事業
大規模事故につながらないためにも実施する雨水管調査

場所　ほこえ公園付近
長さ　326ｍ 管直径 2.4ｍを調査

IT推進は便利だと思
うが、苦手な人が取り
残されないよう、サ
ポートはしっかりして
欲しい。

雨水管の調査は埼玉
県八潮市の事故のこ
とを考えると安心して
暮らせるためにしっか
り調べて欲しい。

ITの推進
自治体システムの標準化で人的、財政的負担軽減

757,000円757,000円 1,575,000円1,575,000円

21,015,000円21,015,000円 20,923,000円20,923,000円

果樹の振興
稼げる園芸農業の追求、生産者をサポート

モデル地区森林管理業務
北谷地岩木地区が対象　計画策定業務

農業経営支援
麦・大豆の生産技術を促進

議決されたものは、町
民皆さんが喜ぶもの
であれば、とても良い
と思う。

昨今の温暖化のこと
を考えると農家の方
への物質的、技術的
支援は必要だと思う。

除雪機入れ替え
経年劣化により河北町民体育館の除雪機入れ替え

今
田 

智
宏
さ
ん（
高
中
）

阿
部 

伸
子
さ
ん（
前
西
）

田
宮 

久
子
さ
ん（
桜
西
）

庄
司 

勝
也
さ
ん（
栄
町
）

新たな機能で聞き取りの改善に期待
防災行政無線の更新工事が議会

ダイジェスト
今回議決された案件等の一部を紹介します

5Pに
質疑記事

令和7年7月　かほく議会だより　第128号（2）（3）かほく議会だより
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問
　防
災
行
政
無
線
の
更

新
工
事
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
場
所
に
よ
っ
て
は
音
量

が
低
く
放
送
が
聞
こ
え
に

く
い
、
大
き
す
ぎ
て
騒
音

に
聞
こ
え
る
。

　
ま
た
放
送
内
容
の
中
で
、

チ
ャ
イ
ム
後
に
間
が
空
い

た
り
空
か
な
か
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
っ
た
が
改
善

さ
れ
る
か
。

　
同
じ
く
防
災
テ
レ
フ
ォ

ン
サ
ー
ビ
ス
も
同
症
状
が

発
生
し
て
い
る
が
改
善
は
。

　
放
送
内
容
時
間
の
制
約

も
あ
る
が
緩
和
さ
れ
る
か
。

■防■災■危■機■管■理■課■長
　
音

達
調
査
の
結
果
、
根
際
、

谷
地
工
業
団
地
、
ひ
な
市
、

笹
本
の
４
か
所
に
新
た
に

機
器
を
増
設
す
る
。

　
機
能
的
な
も
の
を
充
実

さ
せ
た
音
声
設
備
を
更
新
、

改
善
す
る
こ
と
を
見
込
ん

で
導
入
す
る
。

　
親
局
か
ら
文
字
情
報
を

音
声
に
変
換
す
る
テ
キ
ス

ト
送
信
が
可
能
で
あ
り
Ｓ

Ｎ
Ｓ
と
連
携
、
同
時
に
一

斉
配
信
が
可
能
な
仕
様
で

あ
り
工
事
中
に
調
整
す
る
。

　
放
送
に
間
が
空
く
こ
と

の
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

　
放
送
時
間
の
制
約
は
、

機
能
の
中
で
解
消
さ
れ
る
。

広
域
消
防
に
対
し
町

が
負
担
す
る
お
金
や
、

消
防
団
の
維
持
、災
害

対
策
に
使
う
お
金

問
　給
食
セ
ン
タ
ー
の
冷

凍
庫
修
繕
の
内
容
は
。

■学■校■教■育■課■長
　
本
町
給

食
セ
ン
タ
ー
で
使
用
し
て

い
る
冷
凍
庫
の
扉
の
パ
ッ

キ
ン
が
劣
化
し
冷
気
が
漏

れ
て
い
る
状
況
だ
。

　
冷
凍
庫
が
施
設
と
一
体

型
と
な
っ
て
い
て
特
殊
な

形
状
で
あ
り
、
扉
自
体
の

交
換
が
必
要
と
判
断
し
た

も
の
。

現
在
の
除
雪
機
は

導
入
か
ら
17
年
経
過

問
　主
に
体
育
館
で
活
用

し
て
い
る
除
雪
機
更
新
の

内
容
は
。

■生■涯■学■習■課■長
　
現
在
使

用
し
て
い
る
も
の
は
、
平

成
20
年
に
導
入
し
た
も
の

で
導
入
後
17
年
が
経
過
、

動
作
が
不
調
で
あ
り
、
応

急
処
置
で
対
応
し
て
い
た

が
、
使
用
不
可
と
な
り
修

理
も
不
可
能
と
判
明
し
た

た
め
、
新
し
い
除
雪
機
を

導
入
す
る
も
の
。

小
中
学
校
、公
民
館
、

体
育
館
の
運
営
の
費

用
な
ど
教
育
全
般
に

使
う
お
金

問
　今
回
の
Ｉ
Ｔ
推
進
費

の
標
準
化
・
共
通
化
の
内

容
は
。

■企■画■財■政■課■長
　
本
年
度
、

自
治
体
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
移
行
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
伴
う
。

　
標
準
化
に
は
な
い
医
療

費
助
成
シ
ス
テ
ム
と
水
道

の
受
益
者
負
担
金
の
シ
ス

テ
ム
が
、
標
準
化
シ
ス
テ

ム
と
密
接
に
関
係
す
る
こ

と
が
判
明
し
た
。

　
運
営
す
る
う
え
で
同
じ

環
境
に
移
行
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
判
断
し
た
こ

と
か
ら
、
移
行
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
も
の
。

　
ま
た
標
準
化
シ
ス
テ
ム

を
運
用
し
て
い
く
中
、
国

か
ら
指
定
さ
れ
て
い
る
ガ

バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
（
政

府
共
通
の
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
）
の
保
守
運
営
を
行
う

必
要
が
あ
り
対
応
す
る
。

問
　定
額
減
税
補
足
給
付

金
の
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託

料
の
内
容
は
。

■税■務■町■民■課■長
　
昨
年
度

に
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た

方
が
対
象
で
、
減
税
し
き

れ
な
か
っ
た
も
の
に
対
応

す
る
た
め
シ
ス
テ
ム
改
修

が
必
要
と
な
っ
た
。

庁
舎
建
物
内
の
経
費

や
人
事
、企
画
、財
政
、

徴
税
、戸
籍
、選
挙
、統

計
な
ど
町
の
統
括
的

な
事
務
事
業
に
使
う

お
金

問
　麦
・
大
豆
生
産
技
術

向
上
事
業
の
内
容
は
。

■農■林■振■興■課■長
　
麦
、
大

豆
の
生
産
を
補
助
す
る
も

の
で
、
申
請
件
数
は
２
件
、

ト
ラ
ク
タ
ー
２
台
、
ア
タ

ッ
チ
メ
ン
ト
６
台
の
補
助

を
予
定
し
て
い
る
。

問
　果
樹
産
地
緊
急
支
援

事
業
の
内
容
は
。

■農■林■振■興■課■長
　
果
樹
生

産
の
支
援
で
、
ス
ピ
ー
ド

ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
５
台
分
の

補
助
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　園
芸
や
ま
が
た
産
地

発
展
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
内

容
は
。

■農■林■振■興■課■長
　
園
芸
品

目
の
産
地
づ
く
り
に
取
り

組
む
事
業
の
支
援
で
、
高

所
作
業
車
６
台
、
環
境
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
機
器
、
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
２
棟
の
補
助
を

予
定
し
て
い
る
。

　
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は

主
に
さ
く
ら
ん
ぼ
を
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
す
る
も
の
で
、

気
温
、湿
度
、土
壌
の
水
分
、

二
酸
化
酸
素
の
量
な
ど
検

出
し
、
自
動
的
に
ハ
ウ
ス

の
窓
の
開
閉
を
行
い
、
環

境
を
整
え
る
も
の
。

農
道
や
か
ん
が
い
施

設
の
整
備
、営
農
の
活

性
化
、森
林
、林
道
の

機
能
保
全
な
ど
に
使

う
お
金

機器の更新で新しいシステムとなる防災行政無線

６月定例会
質 疑 時 間の 議決案件の質疑内容を一部紹介します。

全22件の質疑がありました。

聞
こ
え
や
す
い

防
災
行
政
無
線
に
期
待

消
防
費

パッキンの劣化が原因で
冷気が漏れている給食センター冷凍庫の扉

劣
化
や
故
障
が
相
次
ぎ
対
応

施
設
備
品

教
育
費

標準化で人的、財政的な負担軽減が図られる
出典：総務省ホームページ

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
で

負
担
を
軽
減

総
務
費

町産の秘伝豆を活用し
地ビールが開発された

６月５日分 ６月10日分

農
業
の
生
産
技
術
や

産
地
を
支
援

農
林

水
産
業
費

令和7年7月　かほく議会だより　第128号（4）（5）かほく議会だより
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一般質問とは、町長などの執行機関に対し、事務の執行状況や
将来の方針などについて、議員個人として問いただすことです。

奥山　英幸 議員
①山形県立谷地高等学校について
②河北中学校部活動の地域クラブへの移行について
③本町の観光産業について

佐藤　修二 議員
①河北町独自の減税について
②遊休農地対策について

林　　　智 議員
①文化財の保存と地域活性化をはかる事について
②児童生徒が屋外で活動する際の紫外線からの目の保護について
③リニューアルオープンした児童動物園の運営体制について

吉田　芳美 議員
①西村山地域の「新病院建設」候補地絞り込みとその後の動きについて
②会計年度任用職員の公募方法の見直しについて
③サン・コーポラス河北(定住促進住宅)の住環境について

鈴木　英友 議員
①児童動物園をより良い施設とするための追加整備等について
②動物園、どんがホール、中央公園を核としたまちなか賑わい創出を

細矢　誓子 議員
①町内在住の外国人が安心して暮らせる環境の構築について

安達　智勇 議員
①帯状疱疹ワクチン定期接種の流れと任意接種への助成について

木村　章一 議員
①水害対策遅れ(溝延堤排水、田井内水、荒小屋排水)について
②小中一貫校や小学校の１校統合が町民の願いではないことについて

安孫子真弥 議員
①害獣出没など、緊急時における地域住民への周知方法等について
②不要になったリチウムイオン電池等の回収について

石垣　光洋 議員
①教育に関わる経済的負担の軽減等に対する町の考えについて
②河北町の自殺対策について

問
　現
時
点
で
の
谷
地
高

校
へ
の
受
験
者
確
保
の
見

解
は
。

■町■長
　谷
地
高
校
の
さ
ら

な
る
魅
力
と
情
報
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
今
年
度

の
入
学
者
か
ら
始
め
た
県

外
か
ら
の
生
徒
募
集
も
支

援
し
て
い
く
。

部
活
動
地
域
移
行
の

進
捗
状
況
は

問
　部
活
動
の
地
域
移
行

の
取
り
組
み
に
、
他
自
治

体
と
比
較
し
て
も
進
捗
に

差
が
生
じ
て
お
り
、
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

■町■長
　自
治
体
に
よ
り
部

活
動
地
域
移
行
の
進
捗
は

差
が
生
じ
て
お
り
、
生
徒

が
多
様
な
活
動
が
で
き
る

環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う

部
活
動
改
革
を
進
め
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム

目
指
す
姿
は

問
　今
年
度
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の

目
標
、
狙
い
、
目
指
し
て

い
る
姿
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

■町■長
　モ
ノ
消
費
か
ら
コ

ト
消
費
へ
変
容
し
て
い
る
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
に

精
通
し
て
い
る
地
域
活
性

化
企
業
人
の
協
力
の
も
と
、

体
験
観
光
な
ど
を
進
め
る
。

　団
体
だ
け
で
な
く
個
人

旅
行
者
も
視
野
に
入
れ
体

制
を
強
化
し
て
い
く
。

町
民
は
減
税
を願っ

て
い
る

問
　新
聞
の
世
論
調
査
で

国
民
の
73
％
が
減
税
を
望

ん
で
い
る
と
あ
る
が
国
民

の
声
イ
コ
ー
ル
町
民
の
声

と
思
う
が
。

■町■長
　そ
の
通
り
だ
。

問
　都
市
計
画
税
は
限
度

が
国
に
定
め
ら
れ
て
い
る

が
範
囲
内
で
あ
れ
ば
町
独

自
で
税
率
を
引
き
下
げ
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

■町■長
　引
き
下
げ
は
で
き

る
が
目
的
税
と
し
て
下
水

道
事
業
な
ど
に
充
て
て
い

る
。
減
税
に
よ
る
減
収
と

な
れ
ば
他
の
財
源
で
補
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
　町
民
の
生
活
を
守
る

こ
と
は
町
の
責
任
と
考
え

る
が
。

■町■長
　さ
ら
な
る
物
価
高

へ
は
国
、
県
の
対
応
を
見

極
め
な
が
ら
検
討
す
る
。

遊
休
農
地
で
安
心
安
全
な

食
材
を
給
食
に

問
　遊
休
農
地
が
増
え
て

い
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
つ
く
り
無
農
薬
無
化
学

肥
料
で
作
物
を
育
て
安
心

安
全
な
食
材
を
学
校
給
食

に
提
供
し
て
い
る
先
進
事

例
が
あ
る
。

　
学
校
給
食
は
町
の
計
画

で
は
25
％
の
地
産
地
消
の

計
画
目
標
に
対
し
約
９
％

で
あ
る
。
自
給
率
ア
ッ
プ

に
も
つ
な
が
る
。

■町■長
　実
際
に
行
っ
て
い

る
地
域
の
実
情
を
把
握
す

る
。

町
政
へ
政
策
提
言

議員が一般質問1010
P7

P8

P9

P10

P11

あ
な
た
は
ど
の
質
問
に
共
感
し
ま
す
か
。

谷
地
高
校
へ
の
受
験
者

確
保
の
見
解
は

さ
ら
な
る
魅
力
と
情
報
を発信

す
る

奥山 英幸  議員産学官連携で活躍している谷地高生

国
が
や
ら
ぬ
な
ら

町
独
自
の
減
税
を

物
価
高
対
策
は

国・県
を
見
極
め
検
討

佐藤 修二  議員解消が望まれる遊休農地

一　般　質　問
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動
物
園
の
追
加
整
備
は

問
　
ま
な
び
館
の
ト
イ
レ

利
用
時
間
を
午
後
５
時
ま

で
と
し
て
い
る
根
拠
は
。

■商■工■観■光■課■長
　
閉
館
時

間
に
合
わ
せ
て
い
る
。

問
　
ま
な
び
館
に
閉
館
時

間
は
あ
っ
て
も
、
動
物
園

に
は
な
い
。
せ
め
て
７
時

頃
ま
で
は
工
夫
次
第
で
対

応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

■商■工■観■光■課■長
　
こ
れ
ま

で
の
利
用
実
態
や
防
犯
面

を
考
慮
し
設
定
し
た
。

問
　
ま
な
び
館
の
側
面
鋼

板
の
安
全
対
策
と
し
て
、

現
状
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
と
注

意
書
の
ま
ま
で
い
い
の
か
。

■商■工■観■光■課■長
　
触
れ
て

火
傷
な
ど
し
な
い
よ
う
、

安
全
対
策
を
検
討
す
る
。

問
　
時
計
の
設
置
に
つ
い

て
、
ど
こ
に
、
ど
ん
な
時

計
を
考
え
て
い
る
か
。

■商■工■観■光■課■長
　
役
場
庁

舎
と
動
物
園
が
共
有
す
る

丸
形
の
シ
ン
プ
ル
な
も
の

を
考
え
て
い
る
。

中
央
公
園
へ
の
取
組
み
は

問
　
来
た
く
な
る
、
利
用

し
た
く
な
る
た
め
の
工
夫

は
。■町■長

　
今
後
と
も
利
用
実

態
を
踏
ま
え
つ
つ
、
施
設

の
充
実
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
ド
ッ
グ
ラ
ン
設
置
に

向
け
た
調
査
・
検
討
は
。

■町■長
　
場
所
や
運
営
面
、

管
理
面
等
諸
課
題
に
つ
い

て
調
査
・
検
討
中
。

地
域
、
職
場
で
の
偏
見

教
育
環
境
の
不
安

問
　
外
国
人
の
生
活
実
態

と
、
ど
の
様
な
事
に
不
安

を
持
っ
て
い
る
か
。

■町■長
　
文
化
や
習
慣
の
違

い
に
よ
る
戸
惑
い
や
、
地

域
、
職
場
で
の
差
別
や
偏

見
。
子
供
の
教
育
環
境
に

関
す
る
不
安
。

無
償
で
就
学
が
出
来
る

問
　
子
供
の
教
育
支
援
は
。

■町■長
　
就
学
義
務
は
な
い

が
日
本
人
児
童
生
徒
と
同

様
に
無
償
で
就
学
が
出
来

る
。
日
本
語
の
個
別
指
導

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

日
本
全
体
で
も

必
要
な
取
り
組
み

問
　
外
国
人
就
労
支
援
は
。

■町■長
　
地
域
社
会
の
活
性

化
と
多
様
性
の
向
上
に
貢

献
。
日
本
全
体
で
も
必
要

な
取
り
組
み
だ
。

問
　
住
民
と
共
生
で
き
る

シ
ス
テ
ム
構
築
状
況
は
。

■町■長
　
「
山
形
多
文
化
共

生
プ
ラ
ン
」
に
沿
っ
て
進

め
て
行
く
。

災
害
予
防
対
策
に
努
め
る

問
　
生
活
し
や
す
い
環
境

整
備
と
災
害
時
の
対
策
は
。

■町■長
　
情
報
伝
達
、
避
難

誘
導
体
制
の
整
備
な
ど
、

災
害
予
防
対
策
に
努
め
る
。

地
域
団
体
の
協
力
で

交
流
機
会
を
設
け
る

問
　
交
流
機
会
の
創
出
や

情
報
発
信
の
取
り
組
み
は
。

■町■長
　
地
域
団
体
の
協
力

を
得
な
が
ら
交
流
の
機
会

を
設
け
る
。

　
今
後
は
外
国
人
を
雇
用

す
る
事
業
所
へ
の
案
内
も

検
討
中
。

町
民
の
理
解
と

協
力
を
得
て
推
進
を

問
　
文
化
財
の
指
定
を
推

進
す
る
こ
と
で
特
別
交
付

税
の
対
象
を
拡
大
し
て
は
。

■町■長
　
保
護
価
値
を
評
価

し
て
行
う
も
の
。

■生■涯■学■習■課■長
　
文
化
財

に
な
る
も
の
の
多
く
は
町

民
所
有
の
財
産
。

新
た
な
文
化
財
施
策
を

問
　
新
し
い
地
方
経
済
・

生
活
環
境
創
生
交
付
金
等

を
活
用
し
た
新
た
な
施
策

展
開
に
つ
い
て
。

■町■長
　
単
に
整
備
だ
け
で

な
く
、
そ
の
後
の
維
持
管

理
や
活
用
な
ど
を
考
慮
し
、

文
化
財
活
用
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
を
捉
え
な
が
ら
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

将
来
的
健
康
リ
ス
ク
と

教
育
的
配
慮
を

問
　
「
紫
外
線
が
目
に
与

え
る
リ
ス
ク
」
を
、
ど
の

様
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

■町■長
　
白
内
障
や
緑
内
障

に
な
る
リ
ス
ク
等
に
つ
い

て
は
認
識
し
て
い
る
。

　
長
時
間
屋
外
で
行
う
活

動
等
は
、
眼
科
医
に
よ
る

と
、
サ
ン
グ
ラ
ス
等
で
目

の
保
護
が
望
ま
し
い
。

多
様
な
時
間
の
利
用
者
を

考
慮
す
べ
き

問
　
児
童
動
物
園
の
ト
イ

レ
の
利
用
時
間
の
検
討
を
。

■町■長
　
展
示
施
設
と
一
体

化
の
た
め
、
防
犯
面
を
考

慮
し
利
用
時
間
を
制
限
し

て
い
る
。

問
　
新
病
院
は
寒
河
江
の

３
か
所
に
絞
り
込
ま
れ
た
。

　
県
立
河
北
病
院
敷
地
は

４
位
評
価
で
町
民
の
声
が

届
か
な
か
っ
た
。

■町■長
　
町
民
の
切
実
な
願

い
が
叶
わ
ず
極
め
て
残
念
。

問
　
新
病
院
の
運
営
母
体

に
町
は
参
画
す
る
の
か
。

■町■長
　
現
時
点
で
は
参
画

し
な
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員

公
募
の
見
直
し
を

問
　
河
北
町
任
用
職
員
は
、

４
月
１
日
現
在
99
人
だ
。

　
現
職
の
任
用
職
員
は
、

毎
年
２
月
末
通
知
の
更
新

決
定
ま
で
の
間
は
、
身
分

の
不
安
定
さ
か
ら
不
安
や

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
。

　
国
で
は
公
募
に
よ
ら
な

い
任
用
も
可
能
と
す
る
動

き
も
あ
る
。
町
の
認
識
は
。

■町■長
　
専
門
的
職
種
な
ど

柔
軟
に
検
討
を
進
め
る
。

サ
ン
・
コ
ー
ポ
ラ
ス
河
北

住
環
境
に
つ
い
て

問
　
外
国
人
入
居
者
数
は
。

■町■長
　
２
企
業
と
社
宅
契

約
。
５
部
屋
・
男
14
人
。

問
　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
物

件
の
、
今
後
の
方
向
性
は
。

■町■長
　
７
年
度
は
１
世
帯

の
受
付
予
定
だ
。

問
　
駐
車
場
の
除
雪
費
は
、

自
治
会
負
担
だ
。
入
居
率

減
少
で
豪
雪
時
の
負
担
は

大
変
厳
し
い
。
１
９
０
台

の
広
い
駐
車
場
だ
。

　
提
案
だ
が
、
除
雪
分
担

を
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
利
用

者
、
共
用
通
路
は
行
政
で

除
雪
す
べ
き
だ
。

■副■町■長
　
必
要
に
応
じ
て

柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

動
物
園・中
央
公
園
の

魅
力
づ
く
り
は

施
設
の
整
備
充
実
を図

っ
て
い
く

鈴木 英友  議員南側の側面鋼板の安全対策を

交
流
機
会
や
情
報
発
信
の

取
り
組
み
は

地
域
団
体
の
協
力
で

交
流
機
会
設
け
る

細矢 誓子  議員
浴衣姿で提灯屋台に参加している

外国人就労者

文
化
財
の
指
定
を

積
極
的
に

ニ
ー
ズ
を
捉
え
評
価
す
る

林 智  議員
町内に点在する文化財になりうる一例

（滝の沢川）

新
病
院
は
寒
河
江
市
に

河
北
町
は
４
位

極
め
て
残
念

運
営
母
体
に
は
加
わ
ら
ず

吉田 芳美  議員サン・コーポラス河北の駐車場
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問
　令
和
７
年
４
月
よ
り
、

65
歳
以
上
の
方
な
ど
へ
の

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
が
予
防
接
種
法
に

基
づ
く
定
期
接
種
と
な
っ

た
。

　
対
象
者
や
個
人
負
担
金

な
ど
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。■町■長

　
令
和
７
年
の
対
象

者
は
、
全
体
で
１
４
４
５

名
。

　
内
訳
は
、
65
歳
が
２
３

６
名
、
70
歳
が
２
３
８
名
、

75
歳
が
３
３
２
名
、
80
歳

が
１
５
９
名
、
85
歳
が
１

５
７
名
、
90
歳
が
１
５
２

名
、
95
歳
が
81
名
、
１
０

０
歳
が
15
名
、
１
０
０
歳

以
上
が
30
名
。

　
予
防
接
種
の
費
用
の
約

半
額
を
助
成
し
て
い
る
。

　
対
象
者
に
は
、
４
月
10

日
付
で
「
帯
状
疱
疹
予
防

接
種
の
ご
案
内
」
を
通
知

し
て
い
る
。

早
期
発
見早期

治
療
が
重
要

問
　帯
状
疱
疹
に
罹
患
し

た
場
合
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
重
要
と
な
る
。

　
さ
ら
な
る
周
知
の
予
定

は
な
い
か
。

■町■長
　
町
報
や
チ
ラ
シ
な

ど
で
の
周
知
を
し
て
い
る

が
、
Ｂ
類
疾
病
で
あ
る
た

め
、
さ
ら
な
る
周
知
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

複
数
の
排
水
ピ
ッ
ト
を

田
井
地
区
に
検
討

問
　私
の
調
査
で
は
溝
延

柏
川
に
、
最
大
毎
分
１
９

５
ト
ン
の
内
水
が
流
れ
る
。

　
調
査
と
水
害
の
対
策
を
。

　
田
井
地
区
は
、
水
害
時

に
対
応
で
き
る
水
位
の
槙

川
管
理
道
路
の
準
備
が
進

む
が
、
溜
ま
る
内
水
の
排

水
ポ
ン
プ
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
荒
小
屋
の
排
水
機
場
は
、

吐
出
水
槽
を
高
く
し
て
、

能
力
向
上
が
必
要
だ
。

■町■長
　
溝
延
柏
川
の
内
水

対
策
の
た
め
、
対
策
の

チ
ー
ム
を
集
め
た
。
早
急

に
調
査
と
対
策
を
進
め
る
。

　
田
井
地
区
は
、
県
で
集

落
内
に
複
数
の
排
水
ピ
ッ

ト
を
検
討
し
て
い
る
。

　
荒
小
屋
地
区
は
、
吐
出

水
槽
を
１
・
６
ｍ
高
く
す

る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
と

公
共
交
通
充
実
に
全
力
を

問
　町
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く

り
と
、
公
共
交
通
の
充
実

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
小
・
中
学
校
の
縮
小
再

編
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の

課
題
に
、
町
の
知
恵
と
財

政
を
全
力
投
入
す
べ
き
だ
。

■町■長
　
私
は
第
１
に
公
共

交
通
の
充
実
。
第
２
に
義

務
教
育
の
充
実
。
第
３
に

働
き
た
く
な
る
職
場
の
提

供
を
考
え
て
い
る
。

問
　
熊
出
没
な
ど
緊
急
で

注
意
喚
起
を
す
る
際
の
課

題
は
。

■町■長
　
防
災
行
政
無
線
、

広
報
車
に
よ
る
広
報
に
つ

い
て
は
、
広
報
の
時
点
で

町
内
に
い
る
必
要
が
あ
る
。

　
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
ど
こ

で
も
情
報
を
得
ら
れ
る
が
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

所
持
し
、
か
つ
登
録
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。

問
　今
後
の
展
望
は
。

■町■長
　
防
災
行
政
無
線
の

更
新
工
事
に
加
え
、
様
々

な
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
の

回
収
に
つ
い
て

問
　環
境
省
は
家
庭
か
ら

出
さ
れ
る
不
要
に
な
っ
た

す
べ
て
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
を
市
区
町
村
が
回

収
す
る
よ
う
求
め
る
通
知

を
出
し
た
が
本
町
の
対
応

は
ど
う
か
。

■町■長
　
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共

立
や
構
成
市
町
と
と
も
に

検
討
を
行
う
。

問
　当
面
の
対
策
は
。

■生■活■環■境■企■画■主■幹
　
役

場
等
に
回
収
缶
を
設
置
し

て
回
収
す
る
つ
も
り
だ
。

鳥
獣
保
護
管
理
法
へ
の

対
応
に
つ
い
て

問
　熊
等
の
銃
猟
を
町
長

が
捕
獲
者
に
委
託
し
て
実

施
で
き
る
よ
う
に
な
る
が
、

本
町
の
対
応
は
。

■町■長
　
関
係
者
と
情
報
共

有
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

問
　教
育
に
関
わ
る
経
済

的
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
。

■町■長
　
町
は
保
護
者
の
費

用
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
様
々
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
学
用
品
や
修
学
旅

行
費
な
ど
は
保
護
者
が
負

担
し
て
い
る
。

　
町
は
「
か
ほ
く
安
心
子

育
て
応
援
事
業
給
付
金
」

を
通
じ
て
、
小
学
校
と
中

学
校
の
入
学
時
に
そ
れ
ぞ

れ
５
万
円
を
給
付
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
教
材
備
品
の
整

備
も
計
画
的
に
行
っ
て
お

り
、
令
和
６
年
度
に
は
小

学
校
で
約
４
１
１
万
円
、

中
学
校
で
約
２
０
０
万
円

を
支
出
し
て
い
る
。

受
け
止
め
方
教
育
の
実
施

問
　河
北
町
の
自
殺
対
策

に
つ
い
て
。

■町■長
　
町
は
自
殺
対
策
計

画
を
策
定
し
、
健
康
セ
ミ

ナ
ー
や
相
談
会
を
開
催
し

て
い
る
。
令
和
元
年
か
ら

令
和
５
年
の
間
に
町
内
で

の
自
殺
者
数
は
１
人
か
ら

３
人
で
推
移
し
て
お
り
、

子
ど
も
の
自
殺
者
は
い
な

い
。

　
町
は
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し

方
・
受
け
止
め
方
教
育
」

を
実
施
し
、
悩
み
を
抱
え

込
ま
ず
に
相
談
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
教
え
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
も
町
内
全

て
の
小
中
学
校
で
こ
の
教

育
を
開
催
す
る
予
定
だ
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

一
層
の
周
知
を

町
報
や
チ
ラ
シ
な
ど
で

周
知
し
て
い
る

安達 智勇  議員帯状疱疹でつらい思いをしないために

押切地区に完成した
毎分最大45トンの排水ポンプ

溝
延 

田
井 

荒
小
屋
の

水
害
対
策
を

柏
川
は
チ
ー
ム
を
集
め

早
急
に
対
策
へ

木村 章一  議員

熊
出
没
な
ど

住
民
へ
の
周
知
方
法
は

防
災
無
線 

広
報
車

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で

安孫子 真弥  議員６月22日 谷地中心部を走り回る熊

小
中
教
育
費

負
担
の
軽
減
を

様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
る

石垣 光洋  議員

無償化となっている河北町の給食
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気
候
変
動
や
自
然
災
害

に
よ
る
生
活
環
境
や
社
会

情
勢
の
変
化
に
も
適
切
に

対
応
し
、
町
民
の
生
活
を

守
り
、
地
域
と
と
も
に
住

み
や
す
く
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

　
防
災
対
策
、
減
災
対
策
、

空
き
家
対
策
等
の
課
題
解

決
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
町
民
と
し
て
の
防
災
意

識
の
向
上
と
、
町
と
し
て

の
防
災
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
繋
が
る
活
動
を
推
進

し
ま
す
。

地
域
の
活
性
化

　
持
続
的
か
つ
健
全
な
地

域
の
発
展
の
た
め
、
人
口

減
少
対
策
や
、
農
・
商
・

工
お
よ
び
観
光
の
振
興
支

援
に
つ
い
て
、
県
内
外
市

町
の
施
策
や
先
進
事
例
の

調
査
研
究
を
し
な
が
ら
、

当
町
に
あ
っ
た
推
進
策
を

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
委

員
が
入
れ
替
わ
り
本
号
よ

り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

い
ま
し
た
。

　
常
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
（
改
善
）
を
行
い
つ
つ
、

町
民
の
皆
様
に
は
誌
面
を

通
し
、
議
会
が
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
広
報
誌
を
目
指

し
ま
す
。

考
え
、
活
動
を
推
進
し
ま

す
。

そ
の
他
の
主
な
取
り
組
み

・
人
口
減
少
対
策
に
つ
い

　
て
の
調
査
・
研
究
。

・
病
院
や
学
校
統
合
に
つ

　
い
て
の
中
長
期
的
な
財

　
政
負
担
面
等
の
課
題
把

　
握
。

・
委
員
会
活
動
を
通
し
て

　
の
情
報
収
集
と
調
査
研

　
究
の
更
な
る
強
化
。

議
会
は
意
思
決
定
機
関

　
議
会
の
権
限
は
住
民
に

関
す
る
重
要
な
事
項
を
決

め
る
こ
と
で
す
。

　
少
子
化
・
物
価
高
・
経

済
衰
退
・
人
口
減
少
の
中
、

住
民
の
代
表
で
あ
る
議
会

は
、
町
の
意
思
の
決
定
と

監
視
機
能
の
役
割
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
強
く
意
識
し

議
論
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
活
動
テ
ー
マ

①
小
中
学
校
教
育
環
境
に

　
つ
い
て

②
高
齢
者
支
援
の
拡
充
に

　
つ
い
て

③
地
域
に
優
し
い
除
雪
に

　
つ
い
て

④
地
域
公
共
交
通
再
構
築

　
に
つ
い
て

　
以
上
を
重
点
活
動
と
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

教
育
環
境
の
充
実

　
小
学
校
の
整
備
に
向
け

た
基
本
方
針
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
児
童
生
徒
が
よ
り
良
い

学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
支
援
の
充
実

　
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く

り
等
の
支
援
事
業
を
さ
ら

に
前
進
さ
せ
ま
す
。

地
域
に
優
し
い
除
雪

　
生
活
道
路
・
通
学
路
の

確
保
と
間
口
除
雪
・
除
排

雪
の
除
雪
体
制
を
維
持
継

続
し
、
地
域
に
あ
っ
た
課

題
解
決
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
再
構
築

　
高
校
生
の
通
学
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
の
移
動
手

段
と
し
て
地
域
公
共
交
通

の
確
保
・
維
持
・
改
善
に

取
り
組
み
ま
す
。

町の課題を 調査・研究・提言  します
安
全・安
心
な
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
活
性
化

誌面を通し
身近な議会を目指す

総
務
産
業
常
任
委
員
会

広報広聴常任委員会

暮
ら
し
や
す
い

持
続
可
能
な
町
づ
く
り

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

林
　
　
　智 

委
員

東
海
林
信
弘 

委
員

木
村
　章
一 

副
委
員
長

鈴
木
　英
友 

委
員
長

細
矢
　誓
子 
委
員

奥
山
　英
幸 

委
員

安
孫
子
真
弥 

委
員

吉
田
　芳
美 

委
員

奥
山
　英
幸 

委
員
長

林
　
　
　智 

副
委
員
長

木
村
　章
一 

委
員

安
達
　智
勇 

委
員

開かれた議会活動と
議会改革

議会運営委員会

増
川
　憲
一 

委
員

佐
藤
　修
二 
委
員

石
垣
　光
洋 

委
員
長

細
矢
　誓
子 

副
委
員
長

東
海
林
信
弘 

委
員

鈴
木
　英
友 

委
員

安
孫
子
真
弥 

委
員

漆
山
　光
春 

委
員

吉
田
　芳
美 

委
員

増
川
　憲
一 

委
員
長

佐
藤
　修
二 

副
委
員
長

石
垣
　光
洋 

委
員

安
達
　智
勇 

委
員
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　令
和
２
年
７
月
豪
雨
に

よ
り
最
上
川
が
増
水
、
押

切
地
区
の
住
宅
浸
水
被
害

な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
排
水
樋
門
を
閉
鎖
し
強

制
的
に
最
上
川
へ
直
接
排

水
が
で
き
る
よ
う
、
常
設

の
排
水
ポ
ン
プ
施
設
を
整

備
、
内
水
に
よ
る
浸
水
被

害
軽
減
を
図
る
た
め
に
工

事
が
行
わ
れ
、
令
和
７
年

５
月
に
運
転
開
始
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

河
北
町
へ
の
移
住
理
由
は

　
米
沢
市
か
ら
夫
婦
で
河

北
町
に
令
和
６
年
11
月
に

移
住
し
ま
し
た
丸
山
で
す
。

　
丸
山
と
い
う
名
字
は
河

北
町
に
１
軒
も
無
い
よ
う

な
の
で
、
皆
さ
ん
に
覚
え

て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。
河
北
町
に
は
縁
も
ゆ

か
り
も
な
い
状
態
で
移
住

し
て
参
り
ま
し
た
の
で
、

皆
さ
ん
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
だ
先
の
話
に
な
り
ま

す
が
、
老
後
は
夫
婦
で
静

か
で
ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り

過
ご
し
た
い
と
思
い
な
が

ら
、
雪
の
少
な
い
山
形
市

や
上
山
市
な
ど
を
見
て
回

り
な
が
ら
、
最
終
的
に

「
河
北
町
の
地
に
た
ど
り

着
き
」
戸
建
て
空
き
家
物

件
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
河
北
町
に
は
無

料
の
児
童
動
物
園
が
あ
り
、

１
歳
の
孫
が
遊
び
に
来
た

と
き
「
喜
ぶ
姿
を
見
て
」

そ
れ
も
、
移
住
す
る
理
由

の
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。

選
択
し
た
経
緯
は

　
賃
貸
も
い
い
の
で
す
が
、

毎
月
の
支
払
い
を
考
え
た

時
も
っ
た
い
な
い
の
で
、

は
じ
め
か
ら
１
軒
家
購
入

を
考
え
て
い
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
検
索
し

始
め
、
何
軒
か
を
見
学
し

て
回
り
な
が
ら
、
河
北
町

の
土
地
柄
と
住
宅
を
見
て

購
入
す
る
こ
と
に
決
め
ま

し
た
。

住
ん
で
み
て
の町の

印
象
は

　
と
て
も
静
か
で
、
買
い

物
す
る
に
も
便
利
な
と
こ

ろ
な
の
で
、
と
て
も
住
み

や
す
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
方
も
隣
組
の
方

も
親
切
で
、
公
民
館
掃
除

に
も
誘
わ
れ
ま
し
た
。
仕

事
の
方
も
、
町
内
や
天
童

市
の
企
業
に
お
世
話
に
な

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

町
へ
の
要
望
は

　
今
の
と
こ
ろ
満
足
し
て

い
ま
す
が
、
町
全
体
が
新

し
い
こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

を
「
手
に
と
っ
て
読
む
」

こ
と
も
大
事
だ
と
考
え
ま

す
。

　
誌
面
の
充
実
と
共
に
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。

議
会（
議
員
）に望む

こ
と
は

　
傍
聴
し
た
方
々
と
の
休

憩
中
の
短
い
対
話
の
時
間

が
、
非
常
に
楽
し
め
ま
し

た
。

　
す
ぐ
に
は
答
え
の
出
な

い
よ
う
な
難
し
い
課
題
に

対
し
て
も
、
穏
や
か
に
語

り
合
う
時
間
、
豊
か
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

に
、
ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン

ト
や
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
社
会
教
育
の
観
点
か
ら

も
、
そ
う
い
っ
た
対
話
の

場
づ
く
り
に
応
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

議
会
傍
聴
に

来
ら
れ
た
動
機
は

　
退
職
を
機
に
時
間
的
な

余
裕
が
生
ま
れ
た
こ
と
と
、

人
生
の
先
輩
た
ち
か
ら
、

議
会
傍
聴
へ
の
お
誘
い
を

い
た
だ
い
た
た
め
で
す
。

傍
聴
し
た
感
想
は

　
議
員
の
質
問
に
対
し
て
、

町
側
が
丁
寧
に
答
え
て
い

た
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　
傍
聴
者
に
は
、
質
問
の

要
旨
は
配
ら
れ
る
が
、
詳

し
い
資
料
は
手
元
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
分
か
り
や
す
い
質
疑
応

答
と
な
る
よ
う
、
質
の
向

上
を
な
お
一
層
求
め
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
時
代

に
な
り
ま
し
た
が
、
情
報

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

吉
田
　芳
美

細
矢
　誓
子

石
垣
　光
洋

鈴
木
　英
友

佐
藤
　修
二

安
達
　智
勇

奥
山
　英
幸

木
村
　章
一

安
孫
子
真
弥

増
川
　憲
一

林
　
　
　智

東
海
林
信
弘

漆
山
　光
春

１ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
議
決
結
果

議
案
番
号

議席番号 

31

32

33
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<６月定例会>議第31号、32号は5月9日臨時会
一目でわかる議案の賛否一覧

河北町町税条例の一部を改正する条例の制定の専決処分
地方税法等の一部を改正する法律が令和7年4月1日に施行されたことに伴い、
町税条例の一部を改正する必要が生じた
河北町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についての専決処分
地方税法等の一部を改正する法律が令和7年4月1日に施行されたことに伴い、
国民健康保険税条例の一部を改正する必要が生じた
令和７年度河北町一般会計第１回補正予算
歳入歳出それぞれ8052万円を増額、歳入歳出の総額は108億3752万円
「麦・大豆生産技術向上事業費補助金」の追加など
令和７年度河北町下水道事業会計第１回補正予算
営業外収益に、大規模下水道管路特別重点調査事業にかかる国庫補助金として
70万円を追加、下水道事業収益を6億2263万円とする
河北町町税条例の一部を改正する条例の制定
地方税法等の一部を改正する法律が公布されたことにより、町税条例の一部を
改正する必要が生じた　インターネットを用いる方法に伴う改正など
河北町防災行政無線更新工事請負契約の締結
条件付き一般競争入札を執行した結果、NECネッツエスアイ株式会社山形営業所
所長　佐々木洋徳が2億5960万円で落札
河北町固定資産評価審査委員会委員の選任
固定資産評価審査委員会委員　半澤信夫氏が令和7年6月30日に任期が満了
することに伴い、その後任者として、庄司宏和氏を選任
令和７年度河北町一般会計第２回補正予算
歳入歳出それぞれ38万円を増額、歳入歳出の総額は108億3790万円
投票所の投票管理者等の報酬引き上げの費用の増額
河北町特別職に属する者の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定
国会議員の選挙などの執行経費の基準に関する法律の一部を改正する法律が
施行されたことに伴い、条例の一部を改正する必要が生じた

地元住民も参加した運転開始式典

丸山清二さん・香織さん（高南）

真田 伸夫さん（桜東） 押切排水機場ポンプの試運転

押切排水機場ポンプ
運転開始式
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（議長は採決には加わりません）
賛成…〇　反対または棄権…●　欠席…欠

令和7年7月　かほく議会だより　第128号（14）（15）かほく議会だより
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